
＜ 畑仕事のあいまに ～ １．ヒマワリをのぞいてみたら･･･ ＞

市民農園を借りて、５年目になります。今年は、自分の好きな花や、学校で教 材として使えそう
のうえん きょうざい

なものを中心に育てています。 この時期は、雑草の成長が早くて、ぬいてもぬいても次々と伸びて
じ き ざっそう の

きます。ちょっと一休みのときに通りぬける風がとても心地よく、ふと周りの草花に目を向けると、
こ こ ち ま わ り

いろいろな虫たちが訪れています。いつも皆さんに言っているように、「なんで、そこにいるのかな？
おとずれ

そこで何をしているのかな？」と、考えながらのぞいてみました。ヒマワリに目を向けたら･･･

わっ、“人面クモ”。腹部の背
ふ く ぶ

中側が、人の顔のようなもよう

をしたクモがいました。ハナグ

モの幼体（左）です。反対側に

は、にらみあうようにしてキマ

ダラコヤガ（右）がいました。

このガは日本では激減している
げきげん

そうです。幼 虫はヒルガオの仲
ようちゅう

間の葉を食べるそうで、しばら

くお互いに相手のようすをうか

がうようにしていましたが、ガ

の方から先に離れていきました。
は な れ

別の花には、何やら大きなシャ

クトリムシが。６月にクリの木で

みた、ヨモギエダシャクでした（17

号をどうぞ）。色も赤 褐 色になっ
せっかっしょく

て、体も見違えるほど大きく育っ
み ち が え

ていて、別の幼虫かと思いました。

最後におなじみのアマガエル。やはりお日様をよける

ようにして、葉の陰にかくれていましたが、私が近づく
かげ

と、次々と飛びだしていきました。写真は、ちょっと逃

げ遅れて、じっとしていたのを撮らせてもらいました。
お く れ と ら

言い忘れましたが、ヒマワリは大きな黄色の花で、明

るい気分になれるので好きなのです。【理科支援員 宮内】
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